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表示されていないビューの表示方法
デフォルトで表示されていないビューは、以下の方法で表示します。
1. [Debug]パースペクティブで、[Window]>[Show View]を選択します。
2. 表示されたビューは、マウスで自由に表示位置を変更できます。
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表示されていないビューの表示方法

ワークスペース内のすべてのプロジェクトのブレークポイントの設定を確認・変更
コンソールの表示
デバッグビューの表示
プログラムのディスアセンブラ表示
エラーログ
ワークスペース内のすべてのプロジェクトの実行ファイルの表示
任意の監視式（グローバルシンボルやレジスタ）を登録し、その値を確認
メモリ内容をビッグエンディアン表示で確認・変更
メモリ内容を確認・変更
現在デバッグ中の実行ファイルの表示
アウトライン表示
問題箇所の一覧
CPU内部のレジスタを確認・変更
-- 未対応 --
タスク ”@todo” 一覧表示
-- 未対応 --
ローカル変数の値を確認・変更。（プログラムの実行状態に応じて自動表示）

その他 ( [EmbSys Registers]ビューはこちらから選択 ）
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